
公共施設の現状・・・たくさんある上に、半分以上が老朽化！

34.6億円

58.2億円

35.2億円

現 在

公共施設更新費用（年間） このまま
だと…

取り組みを
行うと…

1.7倍

保有量を20%減らせば

現在の水準まで下がる！

シュミレーションの結果、公共施設の更新には、今後40年（2017～2056年）で2,327億円 年間平均58.2億円必要！
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西条市の将来推計人口

約3万人

減少

今後40年間
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延床面積は、全国平均の1.5倍、同規模自治体の1.6倍ある。その内、約55%の建物が築30年以上で老朽化している。

Q．このままでは、

まずいの？

A．公共施設マネジメントで、
将来世代の負担を減らすことは
可能です。

働く世代が減って税収→市のお金は減り
高齢者は増えるので、福祉などの支出は増加。
公共施設に使える費用は少なくなります。
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ひと・夢・未来創造拠点複合施設

【縮充（しゅくじゅう）】 建築物は縮減するものの、機能やサービスの向上を図る“施設再編”

《集約化・複合化》４つの公共施設を２つに再編します。


